
















































































































































































































































































































































































































































































































（Efficiency means doing the things rightly．





































































































































































































































































































実践』（The Practice of Management）を
公刊しているが、Theory（理論）やScience
（科学）、あるいはProfession（プロ、専門的
な職業）という言葉を使用せずに、Practice
にしている。これは、彼が「経営は実践である」
と考えていることを明確に示している。彼も経
営の科学化やプロ化をけっして否定していない。
しかし、経営の本質は実践にあると主張してい
る。つまり、経営とは、「できる」ものでなけ
ればならないのである（拙編『新 経営学の構
図』、2011年、学文社）。
この実践に関連して、筆者が若いときからこ
だわってきたコンセプトが上述のプロフェッショ
ンである。アメリカでは経営という仕事を専門
的な職業にしようという動きが、20世紀初期の
ビジネスのための高等教育の誕生以来展開され
てきた。経営の仕事を、たとえば、法学部が育
てている法曹関係者と同じような専門的職業に
転換すべきであるいう（拙著『経営管理論の基
経営学の基本コンセプトをめぐって 35
礎』、1983年、同文舘）。これによって、それま
でダーティなイメージの強かった企業経営とい
う仕事を、牧師・神父、医師、判事・弁護士
（法曹関係者）などの聖職 伝統的な「３大
プロ」ともいわれる に近いものにしようと
したのである。
悪いイメージの転換がこれまでにどのくらい
達成されたかについては判断しにくいが、いわ
ゆる「プロフェッショナル・マネジャー」とい
う言葉に示されるように、経営が専門的な職業
になってきたことはたしかであり、そうでなけ
れば現代の困難な企業経営を行うことはできな
いのである。つまり、プロフェッショナルでな
ければ、経営はできないのであり、そして、プ
ロフェッションはしっかりとした実践を行う人
間なのである。このことから、経営がプロフェッ
ションであることを再確認する必要がある。
もっとも、経営というプロフェッションも、
しっかりとした実践を行うだけでなく、みずか
らの行動を倫理的にも律することができる自己
統制（セルフ・コントロール）ができなければ
ならない。そして、この自己統制を欠く場合に
は、不正を犯すおそれが生じることになり、企
業経営という仕事につきまとっていたダーティ
なイメージを変えることはできないのである。
経営をプロフェッションにし、ダーティなイ
メージを変えるにはどのようにすればよいので
あろうか。それには、ビジネスのための高等教
育が必要になる。経営の理論や科学を構築し、
これを高等教育機関で教授し、それによって経
営を「できる」ようにしていくのである。それ
とともに、プロフェッションとしての倫理つま
り、行って良いことと行ってはならないことを
教えこむことが必要となる。筆者が教育の研究
にこだわってきた理由も、ここにある。
以上のように考えてくると、経営の本質とし
て、実践（プラクティス）やプロフェッション
があげられる。そして、これらも経営学の基本
的なコンセプトに位置づけられるであろう。
「サクシード」としての経営
本稿では、企業の目標についての議論は行っ
ていない。大学院時代の1960年代後半に、ドイ
ツ経営学を研究していたことがあり、ハイネン
（E．Heinen）の企業の目標体系論などの影響
をうけていた。また、当然のことながら、「企
業の目標は利益である」という主張も大きな関
心事であった。
しかし、私の行きついた先は、生き残ること、
生き続けること（生存、存続、サバイブ）が企
業の目標であるということになった。俗な言葉
でいうと、 つぶれない ことが企業の目標とい
う、きわめて単純な結論に達することになった。
たとえ利益をあげた企業であっても、一時的で
次の時期には利益があがらなくなってしまい、
苦境におちいってしまうのであれば、意味がな
い。そして、この企業が生き残ること、生きつ
づけること、さらに、成長することを可能にす
るための活動が経営なのである。
一時的に利益を得ることも大切であるが、そ
れよりもさらに長期にわたって生き残ること、
生きつづけることが企業にとっては重要であり、
目標となる。長期に企業活動を行っていると、
山あり谷あり であり、良いとき（山）もある
し、悪いとき（谷）もある。とくに悪いときは、
企業にとってはきびしい状態を意味している。
とはいえ、山では急に雨風が吹いて状況が急変
してしまうことが実際には多い。要するに、か
つての企業目標論に欠落していた長期的な視点
から、企業活動をみていくことがどうしても必
要なのである。
このようななかで、筆者は「経営はサクシー
ド（succeed）である」と考えるようになっ
た。サクシードには成功するとか、うまくいく
という意味と、相続するとか、なんとかつなげ
ていくなどの意味があるが、後者に関連して、
なんとかしてうまくやっていくことをさすもの
と考える（拙著『スモール・ビジネスの経営を
考える』、文眞堂、2006年）。 山あり谷あり の
なかで、なんとかがんばってやりつづけ、企業
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をつぶさずにやっていくということが、サクシー
ドなのである。
なんとかやりぬいていくためには、経営への
強い意思や意欲が必要となる。経営にはこの強
い意思や意欲が不可欠なのである。筆者は学生
に経営学の理論だけを学習しても、経営はでき
ないと伝えてきた。経営ができるためには、理
論だけでなく、経験が必要であるが、さらにい
えば経営への意思や意欲が求められるのである。
なんとかやりぬいていくには、経営を行ってい
くのだとか、行いたい思いが必要であり、それ
を私はかつて「主体的実践性」で述べたことが
ある。
基本コンセプトであるサクシードの名詞形は
「サクセス（success）」であり、それは成功と
訳されてきた。しかし、以上のようにみてくる
と、サクセスは成功という活動の結果をさすも
のではなく、むしろ成功を導く活動自体 前
述の言葉でいうと、「実践（プラクティス）」
を意味している。すでに、企業はたえずケアし
ていないと、いつでも壊れてしまうおそれがあ
るので、つくり、つくり直していかなければな
らないと述べたが、これは企業の経営が生き残
ること、行きつづけることがつねに困難な状況
におかれていることを示している。
別の言葉でいうと、活動の結果としての成功
は、あったとしても一時的なものであり、長期
につづくとは考えないほうがいいかもしれない。
成功したといわれる経営者も、それまでに挫折
を経験しているであろうし、将来において失敗
するおそれもあると考えてよい。
「無碍雄図」と「経営無涯」の造語化
筆者が上野陽一の伝記を書くことで、その影
響をうけたことについてすでに述べたが、彼の
サンムに追加すべきものはないかと考えあぐね
てきた。その場合、 無 という言葉は仏教の中
心的なコンセプトのひとつであり、これを使う
ことが必要であると思った。
2002年の産能大学編『Development』（6月
号）に、「無碍雄図の経営創造を！」という巻
頭言を書いた。これは、筆者が作った4文字熟
語である。すでに「楽問元気」（楽しく学んで
心身とも元気になろう）などの学生向けのもの
はつくっていたが、「無碍雄図」（ムゲ・ユート）
を考え出した。「融通無碍」という熟語は、考
えや行動などが場合に応じて自由に変わること
を意味しており、必ずしもいいイメージのもの
ではなかった。
しかし、現代のように変化の時代にあっては、
なにものにもとらわれず、自由かつ柔軟に考え
て行動することが重要なのである。環境激動下
の企業の経営は過去の延長線上で考えることは
できない。たとえ成功体験があったとしても、
それにこだわることなく、場合によっては白紙
の状態から出発して、ことにあたらなければな
らない。そして、働く人びとが自分のもちまえ
を100パーセント発揮するには、当然のことな
がらこのような自由かつ柔軟さ（ムゲ）も、求
められることになる。
そして、雄図（ユート）とは、雄大なビジョ
ンや計画をもつことが大切であることを示して
いる。変化の時代には、既存のビジョンや計画
の点検や見直しを行い、それまでに想定できな
かったような大きな構想をつくりだすことも必
要となる。前述したように、過去の延長線上で
考えられなくなったということは、新規のビジョ
ンや計画を作成しなければならないことでもあ
る。その際には、矛盾することになるが、慎重
であると同時に勇気をもって大胆につくりあげ
ることになる。
変化とは不確実性であり、結局のところだれ
にも予測できなかったり、判別できないところ
がどうしてもつきまとう。そして、そのような
状況のなかで構想していくことになる。である
ならば、夢といわれるかもしれないが、大きな
ビジョンや計画を打ち出し、それにむかって働
く人びとの知恵とエネルギーを結集して投入す
ることのほうが大切になるように思われる。
もうひとつの「経営無涯（ケイエイ・ムガイ）」
は、経営が無限に発展することを意味するもの
経営学の基本コンセプトをめぐって 37
としてつくった。無涯（ムガイ）とは、かぎり
ないこと、はてしのないことであり、経営は変
化の時代にあっても「無碍雄図」を実践してい
けば、無限に発展していくことを意味している。
これにより企業は生き残ること、生きつづける
こと、さらに成長することを可能にする。おそ
らく、かなりの間変化は継続するであろうから、
このような経営の実践が求められることになる。
さて、「無碍雄図」とそれにもとづいた「経
営無涯」は、つくってみて、上野のサンムに追
加できるほどのものにはなれないことを自覚し
ている。しかし、上野とのちがいは、企業経営
をとりまく環境の変化を意識していることであ
ろう。上野の限界はこの変化が意識されていな
いことであり、具体的には、環境変化のなかで
正しいものごとを行う というドラッカーの効
率の視点が欠落していたのである。彼も時代の
子であり、能率中心のテイラーの世界のなかで
思考していたと考えている（拙稿「日本経営学
のパイオニア・上野陽一の能率道に学ぶ」、横
浜商科大学公開講座『歴史研究から学ぶ』、南
窓社、2010年）。
５．おわりに
経営学の基本コンセプトにどのようなものが
あるかを、3つの観点で検討してきた。ひとつ
は経営学の啓蒙･普及のためにつくった Farm
経営学 であり、現代の企業経営に不可欠と思
われるキ－ワードを農作物のいくつかをあげて
考えてみた。その原点は、わが国のビジネスの
世界で一般に知られてきた ほうれんそう であ
るが、その拡張を試みている。しかし、これだ
けでは現代経営に明らかに不足している。この
点を十分に認識しなければならない。
ふたつ目は、能率と効率という一般には混同
されやすいコンセプトについては検討した。テ
イラー以来、経営学は能率を中心に展開されて
きたが、バーナード、そしてドラッカーを契機
として、効率が追加されたことを述べた。さら
に上野陽一のサンムなどもとりあげて考察して
みた。これからの経営を考える場合、はたして
能率と効率の２つのコンセプトで十分であろう
か。本稿はそれを考えるための準備作業と位置
づけることができるであろう。
後に、私の経営学（史）研究のなかから導
きだしてきた「経営の性格論」 経営とはな
にか についてのいくつかの論点を提示して
みた。そこでは、実践（プラクティス）、プロ
フェッション、サクシードの３つのコンセプト
が重視されている。そして、「無碍雄図（ムゲ・
ユート）」と「経営無涯（ケイエイ・ムガイ）」
を追加してみた。研究をスタートさせた大学院
時代、指導教授から経営学の方法論を教授され
た。本稿の議論が、指導教授に対する筆者の回
答のひとつになればと思っている。
おそらく、今後の作業は 低限この３つの観
点を整理し、統合化できるかどうかを検討して
いくことになるであろう。「いまだ道遠し」の
感がある。しかし、課題のあることは、楽しい
ことである。
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